
シ
テ
　
皇
帝

ワ
キ
　
大
臣

ツ
レ
（
謡
な
し
）　
亀

ツ
レ
（
謡
な
し
）　
鶴

地
は
　
唐
土

季
は
　
正
月

1

鶴
亀
　
一
名
　
月
宮
殿



夫
青
陽
の
春
に
な
れ
ば
。
四
季
の
節
会
の
事
は
じ
め
。

不
老
門
に
て
日
月
の
。
ひ
か
り
を
天
子
の
叡
覧
に
て
。

百
官
卿
相
に
至
る
ま
で
。
袖
を
つ
ら
ね
踵
を
つ
い
で
。

其
数
一
億
百
余
人
。

拝
を
す
ゝ
む
る
万
戸
の
声
。

一
同
に
拝
す
る
其
音
は
。

天
に
響
き
て
。

お
び
た
ゝ
し
。

「「「「「「「「「「「

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

庭
の
砂
は
金
銀
の
。
〳
〵
。
玉
を
つ
ら
ね
て
敷
妙
の
。

五
百
重
の
錦
や
瑠
璃
の
扃
。
硨
磲
の
行
桁
瑪
瑙
の
橋
。
池

の
汀
の
鶴
亀
は
。
蓬
萊
山
も
よ
そ
な
ら
ず
。
君
の
め
ぐ
み

ぞ
有
難
き
。
〳
〵
。

い
か
に
奏
聞
申
す
べ
き
事
の
候
。
毎
年
の
嘉
例
の
如
く
。

鶴
亀
を
舞
は
せ
ら
れ
。
其
後
月
宮
殿
に
て
舞
楽
を
奏
せ
ら

れ
う
ず
る
に
て
候
。

と
も
か
く
も
は
か
ら
ひ
候
へ
。
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亀
は
万
年
の
齢
を
経
。
鶴
も
千
代
を
や
か
さ
ぬ
ら
ん
。

（
中
の
舞
）

千
代
の
た
め
し
の
数
々
に
。
〳
〵
。
何
を
引
か
ま
し
姫
小

松
の
。
緑
の
亀
も
舞
ひ
遊
べ
ば
。
丹
頂
の
鶴
も
一
千
年
の
。

齢
を
君
に
授
け
奉
り
。
庭
上
に
参
向
申
し
け
れ
ば
。
君
も

御
感
の
余
り
に
や
。
舞
楽
を
奏
し
て
舞
ひ
給
ふ
。
（
楽
）

月
宮
殿
の
白
衣
の
袂
。
月
宮
殿
の
白
衣
の
袂
の
。
色
々
妙

な
る
花
の
袖
。
秋
は
時
雨
の
紅
葉
の
羽
袖
。
冬
は
さ
え
行

「「「
地歌歌

く
雪
の
袂
を
。
翩
へ
す
衣
も
薄
紫
の
。
雲
の
上
人
の
舞
楽

の
声
々
に
。
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
な
せ
ば
。
山
河
草
木
国
土

ゆ
た
か
に
。
千
代
万
代
と
舞
ひ
給
へ
ば
。
官
人
駕
輿
丁
御

輿
を
早
め
。
君
の
齢
も
長
生
殿
に
。
〳
〵
。
還
御
な
る

こ
そ
め
で
た
け
れ
。

底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
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ク
シ
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『
謡
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四
輯
』
大
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田
建
樹 
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